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人事制度改革構想の概要 
総務部職員課 

１ 背景  
市職員の意識や行動に対しては、依然として厳しい批判や指摘があるとともに、地方分権の進展
に伴い市政を担うにふさわしい知識や諸課題に立ち向かう意欲と能力が一層求められています。 
人事制度改革は、職員一人ひとりが組織目標の実現に向かって能力を最大限に発揮し、働きがい
や使命感を持って職務を遂行することにより、組織の活性化と効果的・効率的な行財政運営を図り、
総体として市民に信頼される市役所の実現を目指すものです。 
２ 全体像  
必要な人材を確保し、育て、活かすことを人事制度の基本に据え、市政を支える人的資産を輝か
せること（人材育成）を目指した改革を実施します。 
＊「長野市人事制度改革構想（案）の具体的内容」については、裏面参照。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(1) 期待職員像の確立 
○市職員としての使命と責任を自覚し、能力や職務行動等の向上に取り組む指針として、目指す
べき職員像（期待職員像）を確立し、人材育成基本方針の中で明示します。 
(2) 人材育成の取り組み 
○人事考課制度などの人事制度を人材育成に活用しながら、個人が主体的にキャリア（経歴）形
成・能力開発に努めることができる人材育成体系を構築します。 
○平成11年策定の人材育成基本方針の見直しを行います。 
(3) 人事制度の構築 
○必要な人材を確保しながら、能力を培った職員が組織で最大限に活躍できる制度として、人事
考課制度を中心とした人事制度を構築します。 

３ スケジュール  
平成15年度から平成19年度の５か年度で新たな人事制度を構築します。なお、平成16年度に管
理職（約４００名）を対象として目標管理の手法による業績評価制度の試行を行います。 
４ 活動指標と成果指標  
平成１９年度末までに、新たな人事考課の仕組みを全正規職員で実施することを活動指標とし、
全職員の９０％以上が人事考課に対して信頼できる及び考課結果が納得できる状態を目指します。 
５ 構想（案）策定の経過（参考）  
 ７月上旬：「人事制度改革構想（検討素案）」を策定（人事・給与制度検討委員会） 
 ７月下旬：      〃        を公務員制度改革研修会で公表（ホームページで公開） 
 10月  ：全職員を対象として意見募集 → 意見件数：２１件 
 11月  ：「人事制度改革構想（案）」の検討（人事・給与制度検討委員会ワーキンググループ会議） 
 11月下旬：     〃      を策定（人事・給与制度検討委員会） 
 １月６日：     〃      を部長会議で協議・決定 

①自己実現 ・・・働きがいを感じよう
②市民本位 ・・・市民の目線をもとう
③高い倫理観 ・・・公共の利益のために働く使命感を感じよう
④チャレンジ精神 ・・・失敗を恐れずチャレンジしよう
⑤人間的魅力 ・・・責任感や思いやり、ユーモアなど人間的魅力をもとう
⑥成功体験共有 ・・・功績を称え合い、お互いの労をねぎらおう

①公平性 ①能力主義
②公正性 ②成果主義
③納得性 ③チャレンジ主義
④透明性 ④信賞必罰主義
⑤信頼性
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